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水
産
庁
は
「
令
和
４
年
度

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸

関
係
担
当
者
会
議
」
を
９
月

１５
日
（
木
）
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

方
式
で
開
催
し
、
都
道
府
県

の
担
当
者
を
は
じ
め
研
究
機

関
、関
係
団
体
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
田
中
郁
也
漁
港
漁

場
整
備
部
長
が
挨
拶
し
た
。

続
い
て
、
漁
政
課
か
ら
令
和

５
年
度
の
水
産
関
係
予
算
概

算
要
求
の
主
要
事
項
①
海
洋

環
境
の
変
化
も
踏
ま
え
た
水

産
資
源
管
理
の
着
実
な
実
施

②
増
大
す
る
リ
ス
ク
も
踏
ま

え
た
水
産
業
の
成
長
産
業
化

の
実
現
③
地
域
を
支
え
る
漁

村
の
活
性
化
の
推
進
④
水
産

基
盤
の
整
備
、
漁
港
機
能
の

再
編
・
集
約
化
と
強
靱
化
の

推
進
⑤
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
ま
ち
づ
く
り
、
産
業

・
生
業
（
な
り
わ
い
）
の
再

生
―
―
に
つ

い
て
説
明
が

あ
っ
た
。

そ
の
後
、

各
事
業
を
担
当
す
る
漁
港
漁

場
整
備
部
３
課
の
担
当
官
か

ら
令
和
５
年
度
予
算
概
算
要

求
や
所
管
す
る
事
業
の
内
容

等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。

計
画
課
か
ら
は
海
業
や
ブ

ル
ー
カ
ー
ボ
ン
と
い
っ
た
多

様
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
く
た
め
に
、
地
方
や
関
係

団
体
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
強
化
へ
の
協
力
依
頼
も

あ
っ
た
。

整
備
課
か
ら
の
機
能
保
全

事
業
に
関
す
る
説
明
で
は
、

新
た
な
漁
港
漁
場
整
備
長
期

計
画
で
設
定
さ
れ
て
い
る
成

果
目
標
と
整
備
目
標
を
示

し
、
計
画
的
な
維
持
管
理
・

更
新
等
の
適
切
な
実
施
を
求

め
る
と
と
も
に
、
留
意
点
を

伝
え
た
。
ま
た
、
こ
の
ほ
ど

公
表
し
た
「
漁
港
漁
場
整
備

事
業
の
推
進
に
関
す
る
技
術

開
発
の
方
向
」
の
改
訂
の
概

要
と
ポ
イ
ン
ト
を
説
明
し

た
。防

災
漁
村
課
か
ら
は
令
和

５
年
度
の
漁
港
海
岸
事
業
関

連
予
算
の
概
算
要
求
に
つ
い

て
説
明
。
今
年
度
の
主
な
災

害
に
つ
い
て
被
害
状
況
に
つ

い
て
も
報
告
す
る
と
と
も

に
、
災
害
協
定
の
締
結
に
関

す
る
課
題
と
対
応
に
つ
い
て

話
し
た
。

説
明
事
項
の
内
容
は
次
の

通
り
。

〈
計
画
課
〉
①
令
和
５
年

度
予
算
概
算
要
求
②
水
産
基

盤
整
備
調
査
及
び
輸
出
促
進

③
漁
港
機
能
増
進
事
業
、
地

方
創
生
港
整
備
推
進
交
付

金
、
海
業
を
推
進
す
る
た
め

の
取
組
及
び
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ

ー
ト
全
国
実
態
調
査
④
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
及
び
事

業
評
価
等
⑤
水
産
多
面
的
機

能
発
揮
対
策

〈
整
備
課
〉
①
予
算
の
早

期
執
行
②
機
能
保
全
事
業
③

市
町
村
支
援

④
品
確
法
の

運
用
及
び
働

き
方
改
革
関

連
法
へ
の
対
応
⑤
「
漁
港
漁

場
整
備
事
業
の
推
進
に
関
す

る
技
術
開
発
の
方
向
」
の
改

訂
⑥
厳
し
い
環
境
条
件
下
に

お
け
る
サ
ン
ゴ
礁
の
面
的
保

全
・
回
復
技
術
開
発
実
証
事

業
⑦
藻
場
の
効
率
的
・
効
果

的
な
保
全
・
創
造
に
向
け
た

取
組
⑧
全
国
漁
港
漁
場
整
備

技
術
研
究
発
表
会
（
開
催
地

‥

岩
手
）
の
案
内
⑨
会
計
実

地
検
査
⑩
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
漁

場
整
備
事
業
の
実
施
状
況
・

効
果
、
直
轄
糸
満
漁
港
整
備

事
業
（
漁
業
取
締
船
用
岸
壁

の
整
備
）

〈
防
災
漁
村
課
〉
①
漁
港

海
岸
事
業
②
農
山
漁
村
地
域

整
備
交
付
金
③
災
害
復
旧
▽

令
和
４
年
の
主
な
災
害
の
報

告
及
び
速
や
か
な
初
動
体
制

▽
漁
港
関
係
災
害
復
旧
等
事

業
④
防
災
漁
村
課
所
管

非

公
共
事
業
▽
浜
の
活
力
再
生

・
成
長
促
進
交
付
金
▽
離
島

漁
業
再
生
支
援
交
付
金
▽
特

定
有
人
国
境
離
島
漁
村
支
援

交
付
金
▽
浜
プ
ラ
ン
・
渚
泊

の
推
進
（
農
泊
推
進
対
策
）
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熊
本
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
堀
江
孝
臣
上
天
草

市
長
）
は
、
１０
月
１１
日
午
後

４
時
か
ら
、
熊
本
市
の
「
Ａ

Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
熊
本
ニ
ュ
ー
ス
カ
イ
」
に

お
い
て
、
令
和
４
年
度
通
常

総
会
を
開
催
し
た
。

総
会
は
堀
江
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
来
賓
の
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
防
災
漁
村
課

水
産
施
設
災
害
対
策
室
の
中

村
克
彦
室
長
が
漁
港
漁
場
整

備
部
長
の
祝
辞
を
、
熊
本
県

農
林
水
産
部
渡
辺
水
産
局
長

が
農
林
水
産
部
長
の
祝
辞
を

そ
れ
ぞ
れ
代
読
、
橋
本
牧（
公

社
）
全
国
漁
港
漁
場
協
会
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

橋
本
会
長
は
「
今
年
の
３

月
、
新
し
い
漁
港
漁
場
整
備

長
期
計
画
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
盛
り
込
ま
れ
た
様
々
な

施
策
を
い
か
に
具
体
化
し

て
、
現
場
の
課
題
を
解
決
し

て
ゆ
く
の
か
が
大
切
。

熊
本
県
に
お
か
れ
て
も
、

漁
港
の
生
産
・
流
通
機
能
の

強
化
や
老
朽
化
対
策
、
養
殖

業
の
さ
ら
な
る
安
定
化
・
高

度
化
、
赤
潮
・
磯
焼
け
対
策

な
ど
の
漁
場
環
境
の
改
善
、

大
規
模
地
震
や
巨
大
化
す
る

台
風
・
豪
雨
災
害
へ
の
対
応

力
強
化
、
加
え
て
漁
村
の
賑

わ
い
の
再
生
な
ど
、
様
々
な

課
題
が
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の

現
場
で
事
業
が
実
施
さ
れ
、

地
域
・
水
産
業
の
活
力
の
向

上
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
地

方
公
共
団
体
の
皆
様
と
と
も

に
、
力
を
合
わ
せ
て
い
く
」

と
挨
拶
し
た
。

堀
江
会
長
が
議
長
に
選
出

さ
れ
議
事
に
入
り
、
令
和
３

年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
並
び
に
剰
余
金
処
分
案
、

令
和
４
年
度
事
業
計
画
及
び

収
支
予
算
案
が
原
案
ど
お
り

承
認
さ
れ
た
。

ま
た
、
任
期
満
了
に
伴
う

役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、
理

事
１０
名
、
監
事
２
名
が
選
任

さ
れ
、
そ
の
後
、
理
事
の
互

選
に
よ
り
、
会
長
に
堀
江
上

天
草
市
長
、
副
会
長
に
山
田

津
奈
木
町
長
が
そ
れ
ぞ
れ
再

任
さ
れ
、
藤
森
県
漁
連
会
長

が
新
た
に
副
会
長
に
選
任
さ

れ
た
。

総
会
終
了
後
、
中
村
防
災

漁
村
課
水
産
施
設
災
害
対
策

室
長
よ
り
「
新
た
な
漁
港
漁

場
整
備
長
期
計
画
に
つ
い

て
」
の
講
演
が
行
わ
れ
、
出

席
者
は
熱
心
に
聴
講
し
た
。

笹
川
平
和
財
団
海
洋
政
策

研
究
所
は
漁
港
の
活
用
を
通

じ
た
海
業
（
う
み
ぎ
ょ
う
）

創
出
と
地
域
活
性
化
を
テ
ー

マ
に
海
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
２８

日
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
、

自
民
党
の
小
泉
進
次
郎
衆
議

院
議
員
ら
海
業
振
興
専
門
部

会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
パ
ネ

ル
討
論
を
通
し
て
、
海
業
の

展
望
を
共
有
し
た
。

冒
頭
、
笹
川
平
和
財
団
の

角
南
篤
理
事
長
が
挨
拶
し
、

新
た
な
水
産
基
本
計
画
や
漁

港
漁
場
整
備
長
期
計
画
に

�
海
業
振
興
�
が
位
置
づ
け

ら
れ
、
９
月
に
は
自
民
党
内

に
海
業
振
興
専
門
部
会
が
発

足
し
た
流
れ
に
つ
い
て
説
明

し
た
。

海
業
振
興
専
門
部
会
長
を

務
め
る
小
泉
氏
は
「
海
業
の

時
代
が
来
た
。
本
日
の
フ
ォ

ー
ラ
ム
を
全
国
の
浜
で
広
が

る
き
っ
か
け
に
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
伝
え
た
。

来
賓
の
坂
本
雅
信
Ｊ
Ｆ
全

漁
連
会
長
は
日
本
漁
業
の
持

つ
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
引

き
出
す
た
め
に
、
海
業
を
ソ

フ
ト
事
業
と
し
て
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
へ
の
期
待
を
述

べ
た
。

水
産
庁
の
神
谷
崇
長
官
は

「
今
後
５
年
間
で
漁
港
に
お

け
る
新
た
な
海
業
の
展
開
を

お
お
む
ね
５
０
０
件
と
目
標

を
設
定
し
て
い
る
。
海
業
の

振
興
、
漁
村
の
魅
力
と
所
得

の
向
上
を
め
ざ
し
て
取
り
組

み
を
推
進
し
て
い
く
」
と
話

し
た
。

吉
田
三
浦
市
長
「
海
業

で
弱
み
を
強
み
に
」

「
海
業
」
は
昭
和
６０
年
代

に
当
時
の
久
野
隆
作
三
浦
市

長
が
提
唱
し
た
概
念
。
第
一

部
の
基
調
講
演
で
は
現
三
浦

市
長
の
吉
田
英
男
氏
が
海
業

の
現
状
と
三
浦
市
の
取
り
組

み
を
紹
介
し
た
。

そ
の
中
で
、
三
崎
漁
港
の

機
能
再
編
・
強
化
を
契
機
に

進
め
て
い
る
海
業
振
興
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
触
れ
、
官
民
連

携
で
取
り
組
む
こ
と
の
重
要

性
を
強
調
す
る
と
と
も
に
、

「
弱
み
を
強
み
に
す
る
の
が

海
業
。
海
業
で
世
界
が
憧
れ

る
街
に
す
る
」
と
話
し
た
。

小
泉
氏
「
海
業
で

投
資
呼
び
込
む
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
シ
ョ
ン

で
は
「
海
業
」
を
学
術
的
に

体
系
化
し
た
東
京
海
洋
大
学

の
婁
小
波
（
ろ
う
し
ょ
う
は
）

副
学
長
と
小
泉
・
武
部
新
・

井
林
辰
憲
・
大
野
敬
太
郎
衆

議
院
議
員
が
海
業
の
発
展
に

向
け
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

婁
氏
は
「
海
業
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
漁
業
に
も

効
果
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を

共
通
認
識
と
し
て
捉
え
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

小
泉
氏
は
「
海
業
に
取
り

組
む
こ
と
で
持
続
可
能
な
地

域
社
会
へ
の
取
り
組
み
が
活

発
な
地
域
と
な
れ
ば
、
サ
ス

テ
ナ
ブ
ル
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
や

Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
を
呼
び
込
む
こ

と
が
で
き
る
。
今
ま
で
だ
っ

た
ら
流
出
し
て
い
た
資
金
や

財
産
が
地
域
の
中
で
循
環
す

る
よ
う
な
未
来
が
あ
れ
ば
、

浜
は
若
い
人
に
と
っ
て
住
み

た
い
場
所
に
な
る
」
と
指
摘

し
た
。

大
野
氏
は
「
新
し
い
資
本

主
義
が
打
ち
出
さ
れ
る
中

で
、
海
業
は
そ
の
モ
デ
ル
と

し
て
世
界
に
誇
る
取
り
組
み

に
な
り
う
る
」と
展
望
し
た
。

海
業
の
実
行
へ
具
体
的
な
方
策
探
る

パ
ネ
ル
討
論
を
受
け
て
、

第
二
部
で
は
「
海
業
の
推
進

に
向
け
た
期
待
と
課
題
」
を

テ
ー
マ
に
水
産
庁
漁
港
漁
場

整
備
部
の
横
山
純
計
画
課

長
、
大
成
建
設
の
野
沢
弘
樹

氏
、
笹
川
平
和
財
産
の
渡
邉

敦
氏
、
同
財
団
の
田
中
元
氏
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
吉
高
ま

り
氏
が
話
題
提
供
し
、
海
業

を
現
実
に
実
行
し
て
い
く
た

め
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い

て
議
論
を
深
め
た
。

横
山
課
長
は
海
業
の
振
興

に
向
け
た
水
産
庁
と
し
て
の

考
え
を
説
明
。
高
齢
化
が
進

み
、
人
口
が
減
少
し
て
い
る

漁
村
で
賑
わ
い
の
創
出
が
重

要
と
な
る
な
か
、
地
域
資
源

の
価
値
を
見
出
し
て
魅
力
あ

る
取
り
組
み
を
す
る
海
業
に

は
、
大
き
な
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル

が
あ
り
、
海
業
に
取
り
組
む

場
と
し
て
漁
港
を
活
用
す
る

意
義
を
示
し
た
。

海
業
の
取
り
組
み
事
例
と

し
て
、
千
葉
県
鋸
南
町
の
保

田
漁
港
、
石
川
県
志
賀
町
の

富
来
漁
港
、
広
島
県
福
山
市

の
走
漁
港
を
紹
介
し
、
「
こ

う
い
っ
た
取
り
組
み
を
今
後

全
国
に
展
開
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

野
沢
氏
は
公
共
ス
ペ
ー
ス

の
再
生
を
核
と
し
た
街
づ
く

り
、
渡
邉
氏
は
藻
場
の
保
全

・
創
造
と
ブ
ル
ー
カ
ー
ボ
ン
、

田
中
氏
は
海
業
分
析
、
吉
高

氏
は
金
融
か
ら
の
観
点
で
海

業
に
つ
い
て
話
し
た
。
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漁港は
魚の保育園

令和

４年度

漁
港
・
漁
場
・
漁
村
・
海
岸

関
係

担
当
者
会
議
開
く

������	�
�

パネル討論の様子

水

産

庁令
和
５
年
度
予
算
概
算
要
求
な
ど
説
明

「「海海業業」」ででフフォォーーララムム、、展展望望をを共共有有

自民党専門部会メンバーらがパネル討論

漁 港 漁 場 月 報

令 和
４年度

吉田三浦市長

通
常
総
会
を
開
催
熊
本
県
漁
港
漁
場
協
会

挨拶する堀江会長

横山課長

��
 �����



（
公
社
）
全
国
漁
港
漁
場

協
会
及
び
全
国
漁
港
海
岸
防

災
協
会
は
、
９
月
１
日
午
後

１
時
３０
分
か
ら
（
公
社
）
全

国
漁
港
漁
場
協
会
内
会
議
室

に
お
い
て
、
２
０
２
２
漁
港

漁
場
漁
村
海
岸
写
真
コ
ン
ク

ー
ル
の
審
査
委
員
会
を
開
催

し
た
。

写
真
家
の
森
松
夫
氏
（
委

員
長
）
及
び
講
談
師
の
宝
井

琴
鶴
氏
、
横
山
純
水
産
庁
漁

港
漁
場
整
備
部
計
画
課
長
、

�
吉
晋
吾
（
一
財
）
漁
港
漁

場
漁
村
総
合
研
究
所
理
事

長
、
吉
塚
靖
浩
（
一
社
）
水

産
土
木
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

理
事
長
、
橋
本
牧
（
公
社
）

全
国
漁
港
漁
場
協
会
会
長
、

森
田
正
博
全
国
漁
港
海
岸
防

災
協
会
専
務
理
事
の
７
名
の

審
査
委
員
に
よ
り
、
全
国
か

ら
応
募
の
あ
っ
た
写
真
９１
点

に
つ
い
て
厳
正
な
審
査
を
行

い
、
特
選
６
点
、
入
選
５
点
、

佳
作
９
点
の
入
賞
作
品
を
選

定
し
た
。

入
賞
作
品
の
発
表
は
、
１０

月
１９
日
に
北
海
道
函
館
市
で

開
催
さ
れ
る
第
７１
回
全
国
漁

港
漁
場
大
会
で
行
う
他
、
本

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
機
関
誌

「
漁
港
漁
場
」
、
全
国
漁
港

海
岸
防
災
協
会
発
行
の
「
は

ま
べ
交
信
」
で
発
表
す
る
。

（
一
社
）
青
森
県
漁
港
漁

場
協
会
（
代
表
理
事
・
船
橋

茂
久
平
内
町
長
）
は
、
去
る

９
月
２９
日
、
３０
日
の
２
日
間

「
令
和
４
年
度
青
森
県
漁
港

漁
場
整
備
事
業
研
修
会
」
を

青
森
市
の
ウ

エ
デ
ィ
ン
グ

プ
ラ
ザ
ア
ラ

ス
カ
で
開
催

し
た
。

平
成
１３
年

度
か
ら
、
３０

回
目
の
開
催

と
な
り
、
青

森
県
及
び
関

係
市
町
村
の

担
当
職
員
、

水
産
関
係
団

体
及
び
漁
業

協
同
組
合
の

役
職
員
、
魚

礁
関
係
企
業

や
漁
港
漁
場

建
設
に
関
係

す
る
団
体
等

か
ら
約
１
１

０
名
が
参
加

し
た
。

研
修
会
に
先
立
ち
、
主
催

者
を
代
表
し
て
船
橋
代
表
理

事
が
挨
拶
し
、
来
賓
と
し
て

山
中
崇
裕
青
森
県
農
林
水
産

部
水
産
局
長
（
代
読
成
田
鉄

也
課
長
代
理
）
が
祝
辞
を
述

べ
た
。

研
修
会
一
日
目
、
最
初
に

水
産
庁
漁
港
漁
場
整
備
部
計

画
課
利
用
調
整
班
の
河
野
大

輔
課
長
補
佐
が
「
海
業
（
う

み
ぎ
ょ
う
）
振
興
に
向
け
て
」

と
題
し
て
、
漁
港
を
生
か
し

た
漁
業
振
興
の
取
組
事
例
や

課
題
、
今
後
の
漁
港
利
用
の

方
向
性
な
ど
に
つ
い
て
説
明

し
た
。
続
い
て
、
長
崎
県
対

馬
市
に
あ
る
有
限
会
社
丸
徳

水
産
の
犬
束
ゆ
か
り
専
務
取

締
役
は「
対
馬
の
海
と
共
に
、

私
な
り
の
海
業
の
続
け
方
」

と
題
し
て
、
対
馬
の
海
の
磯

焼
け
問
題
の
対
策
と
し
て
、

食
害
魚
を
利
用
し
た
惣
菜
開

発
・
販
売
、
広
報
活
動
、
漁

業
者
の
意
識
向
上
と
新
た
な

海
業
開
発
に
つ
い
て
説
明
し

た
。
次
に
六
ケ
所
村
に
あ
る

株
式
会
社
尾
駮
鮮
魚
団
の
橋

本
翔
代
表
取
締
役
は
「
漁
師

が
取
り
組
む
産
業
革
命
」
と

題
し
て
、
地
元
の
豊
富
な
水

産
資
源
の
価
値
を
最
大
化
で

き
る
地
魚
ブ
ラ
ン
ド
化
を
実

現
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
説
明
し
た
。
一
日
目

最
後
の
講
演
で
一
般
社
団
法

人
水
産
土
木
建
設
技
術
セ
ン

タ
ー
の
吉
塚
靖
浩
理
事
長
及

び
武
田
真
典
上
席
研
究
員
は

「
マ
ウ
ン
ド
礁
に
よ
る
漁
場

造
成
に
つ
い
て
」と
題
し
て
、

マ
ウ
ン
ド
礁
に
よ
る
漁
場
の

増
殖
効
果
や
蝟
集
効
果
の
検

証
事
例
な
ど
の
説
明
を
し

た
。研

修
会
二
日
目
、
最
初
に

青
森
県
農
林
水
産
部
水
産
局

漁
港
漁
場
整
備
課
施
設
整
備

グ
ル
ー
プ
の
坂
本
地
仁
主
幹

が
「
水
産
関
係
施
設
災
害
復

旧
事
業
に
つ
い
て
」
と
題
し

て
、
災
害
発
生
後
に
行
う
復

旧
事
業
の
対
象
や
事
業
内
容

に
つ
い
て
説
明
し
た
。
ま
た
、

同
じ
く
青
森
県
農
林
水
産
部

水
産
局
漁
港
漁
場
整
備
課
企

画
・
振
興
グ
ル
ー
プ
の
奥
村

誠
悦
主
査
よ
り
「
津
波
発
生

時
の
漁
船
避
難
ル
ー
ル
づ
く

り
に
つ
い
て
」
と
題
し
、
津

波
発
生
時
に
迅
速
に
漁
船
を

避
難
さ
せ
る
た
め
の
経
路
や

ル
ー
ル
づ
く
り
に
つ
い
て
の

説
明
が
あ
っ
た
。
県
の
発
表

後
、
当
協
会
賛
助
会
員
で
あ

る
海
洋
土
木
株
式
会
社
、
日

本
漁
場
シ
ス
テ
ム
株
式
会

社
、
ラ
イ
ト
ン
コ
ス
モ
株
式

会
社
、
日
本
コ
ー
ケ
ン
株
式

会
社
、
丸
栄
コ
ン
ク
リ
ー
ト

株
式
会
社
の
計
５
社
か
ら
も

発
表
が
有
っ
た
。
最
後
に（
一

社
）
青
森
県
漁
港
漁
場
協
会

の
金
一
啓
業
務
執
行
理
事
が

閉
会
の
挨
拶
を
行
い
研
修
会

は
終
了
し
た
。

島
根
県
漁
港
漁
場
協
会

（
会
長
・
久
保
田
章
市
浜
田

市
長
）
は
、
９
月
２２
日
松
江

市
の
「
サ
ン
ラ
ポ
ー
む
ら
く

も
」
に
お
い
て
、
第
４８
回
漁

港
漁
場
漁
村
担
当
職
員
研
修

会
を
開
催
し
た
。

研
修
会
に
は
、
県
・
市
町

村
の
漁
港
漁
場
担
当
者
の

他
、
地
元
の
建
設
業
関
係
者

等
約
５０
名
が
参
加
し
た
。

主
催
者
を
代
表
し
て
久
保

田
会
長
が
「
水
産
業
を
取
り

巻
く
厳
し
い
環
境
の
中
で
、

ど
う
す
れ
ば
水
産
業
振
興
、

漁
村
の
活
性
化
に
繋
げ
て
い

け
る
の
か
、
知
恵
を
出
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
ア
イ
デ
ア
、
ヒ
ン

ト
を
得
る
た
め
に
も
、
本
日

の
研
修
会
を
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
挨
拶
し
た
。

廣
山
久
志
水
産
庁
漁
港
漁

場
整
備
部
防
災
漁
村
課
長
に

よ
る
「
新
た
な
漁
港
漁
場
整

備
長
期
計
画
の
策
定
に
つ
い

て
」
、
長
谷
成
人
一
般
財
団

法
人
東
京
水
産
振
興
会
理
事

に
よ
る
「
水
産
業
を
め
ぐ
る

環
境
変
化
と
今
後
の
定
置
漁

業
に
つ
い
て

他
」
、
綿
貫

啓
一
般
社
団
法
人
漁
港
漁
場

新
技
術
研
究
会
沿
岸
域
環
境

保
全
専
門
部
会
座
長
に
よ
る

「
磯
焼
け
対
策
に
配
慮
し
た

藻
場
造
成
に
つ
い
て
」
、
大

賀
之
総
一
般
財
団
法
人
漁
港

漁
場
漁
村
総
合
研
究
所
第
一

調
査
研
究
部
主
任
研
究
員
に

よ
る
「
漁
業
集
落
排
水
施
設

の
機
能
保
全
と
ダ
ウ
ン
サ
イ

ジ
ン
グ
に
つ
い
て
」
、
石
橋

茂
人
島
根
県
農
林
水
産
部
沿

岸
漁
業
振
興
課
グ
ル
ー
プ
リ

ー
ダ
ー
に
よ
る
「
島
根
県
に

お
け
る
漁
業
就
業
者
の
確
保

育
成
に
つ
い
て
」
そ
れ
ぞ
れ

講
演
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱

心
に
聴
講
し
た
。

第
２６
回
海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

が
、
１２
月
１
日
（
木
）
午
後
１
時

に
星
陵
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区

永
田
町
２－

１６－

２
）
に
お
い
て

開
催
さ
れ
る
。

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
全
国

漁
港
海
岸
防
災
協
会
、
全
国
農
地

海
岸
保
全
協
会
、
港
湾
海
岸
防
災

協
議
会
及
び
（
一
社
）
全
国
海
岸

協
会
の
４
団
体
で
構
成
す
る
全
国

海
岸
事
業
促
進
連
合
協
議
会
（
会

長
・
磯
部
雅
彦
高
知
工
科
大
学
学

長
）
が
毎
年
開
催
し
て
い
る
。
令

和
４
年
度
は
、
「
気
候
変
動
に
よ

り
消
え
ゆ
く
白
砂
青
松
～
２
１
０

０
年
の
日
本
の
砂
浜
は
い
か
に

～
」
を
テ
ー
マ
に
、
は
ま
べ
の
保

全
・
再
生
・
利
用
に
つ
い
て
先
行

事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、
関
係
省

庁
の
後
援
を
得
て
開
催
さ
れ
る
予

定
。シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
講
演
内
容
は

次
の
と
お
り
。

＊
「
気
候
変
動
と
砂
浜
」‥

東
北

大
学
大
学
院

工
学
研
究
科
教
授

有
働
恵
子

＊
「
ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
を
活
用
し

た
ワ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」‥

和
歌
山

県
白
浜
町
町
長

井
澗
誠

＊
「
ブ
ル
ー
フ
ラ
ッ
グ
と
湘
南
Ｖ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
大
学
の
取
組
」‥

Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
湘
南
ビ
ジ
ョ
ン
研
究
所

理
事
長

片
山
清
宏

＊
「
Ｊ
ブ
ル
ー
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
取

組
」‥

ジ
ャ
パ
ン
ブ
ル
ー
エ
コ
ノ

ミ
ー
技
術
研
究
組
合
理
事
長

桑

江
朝
比
呂

講
演
後
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
。

参
加
費
は
無
料
。
問
い
合
わ
せ

・
申
し
込
み
は
（
一
社
）
全
国
海

岸
協
会
（
〒
１
０
５－

０
０
３
３

東
京
都
港
区
西
新
橋
２
丁
目
８
番

地
１７
号

平
家
ビ
ル
４
階

Ｔ
Ｅ

Ｌ
０３－

３
５
９
５－

６
６
３
３

Ｆ
Ａ
Ｘ
０３－

３
５
９
５－

６
６
３

４
）
ま
で
。
１１
月
２４
日
（
木
）
締

め
切
り
。
な
お
、
登
録
開
始
は
１１

月
に
入
っ
て
か
ら
の
た
め
、
後
日

確
認
の
こ
と
。
Ｈ
Ｐ
か
ら
の
登
録

を
準
備
中
。

同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
土
木
学
会

継
続
教
育
（
Ｃ
Ｐ
Ｄ
）
プ
ロ
グ
ラ

ム
認
定
を
受
け
て
い
る
。

茨
城
県
漁
港
協
会
（
会
長

豊
田
稔
北
茨
城
市
長
）
は
１０

月
４
日
に
水
戸
市
内
の
「
ホ

テ
ル
レ
イ
ク
ビ
ュ
ー
水
戸
」

に
お
い
て
、
漁
港
漁
場
役
職

員
会
議
を
開
催
し
た
。

こ
の
会
議
は
漁
港
漁
場
整

備
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図

る
た
め
、
漁
港
漁
場
担
当
者

を
対
象
に
県
の
協
力
を
得

て
、
毎
年
実
施
し
て
き
た
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大

が
見
ら
れ
て
以
来
、
開
催
を

見
合
わ
せ
て
い
た
も
の
。
今

年
は
会
場
を
変
更
し
、
密
を

避
け
る
な
ど
の
感
染
防
止
対

策
を
講
じ
た
上
で
、
３
年
ぶ

り
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
。今

回
の
会
議
に
は
、
県
、

市
町
村
及
び
漁
協
等
の
漁
港

漁
場
関
係
担
当
職
員
３０
名
が

参
加
し
た
。

当
日
は
協
会
か
ら
大
川
専

務
理
事
と
、
県
農
林
水
産
部

川
野
辺
水
産
振
興
課
長
の
挨

拶
で
開
会
し
た
。

講
師
と
し
て
水
産
庁
漁
港

漁
場
整
備
部
か
ら
横
山
純
計

画
課
長
が
出
席
し
、
本
年
３

月
決
定
さ
れ
た
新
た
な
漁
港

漁
場
整
備
長
期
計
画
及
び
海

業
の
振
興
に
向
け
て
、
具
体

的
な
取
り
組
み
事
例
を
交
え

講
演
を
行
っ
た
。

そ
の
他
、
県
水
産
振
興
課

か
ら
は
柴
口
係
長
他
よ
り
漁

港
整
備
状
況
に
つ
い
て
、
整

備
計
画
、
漁
港
・
海
岸
施
設

の
維
持
管
理
事
業
と
津
波
高

潮
対
策
に
つ
い
て
説
明
が
さ

れ
、
次
い
で
漁
場
関
係
に
つ

い
て
は
、
水
産
振
興
課
外
山

技
師
か
ら
漁
場
整
備
計
画
の

説
明
と
、
藻
場
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
結
果
が
報
告
さ
れ
た
。

最
後
に
、
水
産
振
興
課
瀬

谷
副
参
事
か
ら
養
殖
事
業
の

展
開
に
つ
い
て
、
マ
サ
バ
、

ブ
ド
ウ
エ
ビ
養
殖
へ
の
新
た

な
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

さ
れ
た
。

北
海
道
漁
港

漁
場
協
会
（
会

長
・
�
橋
昌
幸

神
恵
内
村
長
）

は
、
１０
月
４
日

に
、
令
和
５
年

度
水
産
基
盤
整

備
予
算
等
概
算

要
求
に
向
け
て
、
要
請
を
行

っ
た
。

財
務
省
で
は
、
中
村
裕
之

衆
議
院
議
員
に
同
席
い
た
だ

き
、
河
口
主
計
官
、
佐
藤
主

計
官
補
佐
に
対
し
高
橋
会
長

か
ら
、
「
様
々
な
問
題
で
疲

弊
し
て
い
る
水
産
業
に
は
、

資
源
・
経
済
の
回
復
が
望
ま

れ
て
い
る
。

新
た
な
漁
港
漁
場
整
備
計

画
の
下
で
漁
村
の
活
性
化
を

図
っ
て
い
く
た
め
、
海
洋
環

境
の
変
化
に
適
合
し
た
漁
場

整
備
に
よ
る
水
産
資
源
の
回

復
、
防
波
堤
背
後
の
静
穏
域

や
漁
港
の
泊
地
等
を
活
用
し

た
増
養
殖
の
推
進
等
に
つ
い

て
予
算
の
確
保
を
お
願
い
し

た
い
」
と
要
望
し
た
。

会
長
説
明
後
、
村
�
副
会

長
（
広
尾
町
長
）
か
ら
、
赤

潮
で
死
滅
し
た
ウ
ニ
や
ツ
ブ

の
漁
場
回
復
に
つ
い
て
、
石

山
副
会
長
（
松
前
町
長
）
か

ら
は
漁
港
内
の
養
殖
の
推
進

に
つ
い
て
、
新
谷
副
会
長（
網

走
漁
協
組
合
長
）
か
ら
は
、

漁
船
リ
ー
ス
事
業
等
の
継
続

に
つ
い
て
要
望
し
た
。

説
明
後
、

中
村
代
議
士

か
ら
、
「
神

恵
内
で
は
民

間
企
業
と
連

携
し
て
陸
上

養
殖
や
育
て

る
漁
業
に
取

り
組
ん
で
い

る
等
、
地
域

は
色
々
と
努

力
し
て
い
る

の
で
、
基
盤
と
な
る
漁
港
・

漁
場
予
算
の
確
保
、
ブ
ル
ー

カ
ー
ボ
ン
対
策
と
も
な
る
漁

場
の
整
備
、
後
継
者
対
策
等

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た

い
」と
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ
た
。

財
務
省
要
請
終
了
後
、
橋

本
幸
国
土
交
通
省
北
海
道
局

長
、
神
谷
崇
水
産
庁
長
官
、

田
中
郁
也
漁
港
漁
場
整
備
部

長
、
道
選
出
国
会
議
員
等
に

対
し
水
産
基
盤
整
備
予
算
の

確
保
に
つ
い
て
要
請
を
行
っ

た
。

（
十
月
一
日
付
）

整
備
課
漁
港
漁
場
専
門
官

（
（
独
）
農
林
漁
業
信
用
基

金
総
務
経
理
部
経
理
課
長
補

佐
）
矢
�
松
美
▽
漁
政
部
加

工
流
通
課
長
補
佐
・
水
産
物

輸
出
促
進
（
整
備
課
漁
港
漁

場
専
門
官
）
佐
藤
徹
▽
漁
政

部
漁
政
課
経
理
班
経
理
第
３

係
長
・
大
臣
官
房
広
報
評
価

課
付
（
防
災
漁
村
課
総
括
班

調
整
係
長
）
松
崎
兼
征

（
十
月
十
七
日
付
）

整
備
課
長
補
佐
・
設
計
班

担
当
（
整
備
課
海
外
水
産
土

木
専
門
官
・
育
児
休
業
）
田

村
真
弓
▽
整
備
課
海
外
水
産

土
木
専
門
官
兼
漁
政
部
企
画

課
付
（
整
備
課
長
補
佐
・
設

計
班
担
当
兼
漁
政
部
企
画
課

付
）
首
藤
敦

北海道漁港漁場協会 中央要請を実施
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漁
港
漁
場

漁
村
海
岸

写
真
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
委
員
会
開
く

財務省要請の様子

漁
港
大
会
で
入
賞
作
品
発
表

第２６回

海
岸
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、１２
月
開
催

全
国
海
岸
事
業
促
進
連
合
協
議
会

令 和
４年度

青
森
県
漁
港

漁
場

整
備
事
業
研
修
会
を
開
催

令和４年度

漁 港 漁 場 月 報

茨城県漁港漁
場役職員会議

青森県漁港漁場整備事業研修会の様子

水
産
庁
人
事
異
動

漁港漁
場漁村担当職員研修会を開催

島根県漁港漁場協会

研修会の様子
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